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【目 的】金 ナ ノ粒 子は 、叮視 光 領 域 〔520   ）で 強 い 吸 収 や 酵 素 の 酸 化 還 元 反 応 の

促 進効 果 を示 す 。演 者 らは 、金 ナ ノ粒 子 を用 い た 太 1場電 池 系の 光 電
．
r一励 起 反 応

と補酵 素の 酸化 還 元 に よる 酵 素問 の 電 f’授受の 二 つ の 反 応 系を 合 わ せ た 分 子積

層型バ イオ 太陽電池の 開 発 を目的 として い る tt 本研 究で は 、バ イ オ 太陽 電 池に

用 い る 電極 作製方法 として 静電 的 な相互 作用 を 用 い る 交互 積層 法を 用 い 、金ナ

ノ粒 子 と酵 素か らなる 積層 膜電極の 作製を検討 した 結果 を 述 べ る 、、
【方法】カ チ オ ン性 の 高分子 ポ リ マ

ー
溶液 とア ニ オ ン 性の 金ナ ノ 粒チ あ る い は 酵

素 分予 を含 ん だ 溶液 に 交互 に 【TO 電 極 を 浸漬 す る こ とで 、静 電 的 相互 作 用 に

よ っ て 電極 上 に 金ナ ノ 粒チ の太 「場電 池系 と酵 素の 電 子伝 達 系を構築 した 。作 製

し た積層 膜 電極 の 光電 流測 定は 電気 化 学 的 予法 を用 い て 行 っ た 。
【結 果 】電 極 上 に 金ナ ノ 粒子 を積 層 させ た 太 1場電 池 系 で は 多 くの粒 子 の吸 着

：
が 必

要 に な る。電極 の 金ナ ノ粒 子 溶 液 へ の 浸 漬 時 間 を 20 分 、120 分 、300 分 、お よび

144e 分 と設 定 した 結 果 、浸 漬時 間 が 長 い ほ ど電 極 を 被覆 する 金 ナ ノ粒子 量が 増

加 し、AFM に よ る 表面 形 状 か らも そ の増 加 を西寉認 する こ と が で き た。作 製 した

金 ナ ノ粒
…r一電 極 に光 を照 射 した場 合 に 光電 流 の 発生 が観 察 さ れ た。さ らに 、積

層 膜上 に ア ル コ
ー

ル を酸化 す る種 々 の 酵素 を積 層 させ る こ と で 金 ナ ノ粒 子 ガ酵

素電 極 を作製 した。太 陽電 池 系 と竃 子 伝達 系 を組 み 合 わせ た電 極 を用 い て ア ル

コ
ー

ル を燃料 と し た エ ネ ル ギ
ー

生 産 に つ い て検討 した。

【目的 1 植 物 性 油 脂 を 原 料 とす る BDF 〔バ イ オ デ ィ
ーゼ ル 燃 料） は、製 造 時に

副生 成 物 と して 塩 些性 で 高 濃 度 の グ リセ リ ン を含 む 廃 液 〔BDF 廃 液） を 排出 す

る。BDF の 製造 が 増 加 す る に伴 い 、製造 過程 で排 出 され る BDF 廃 液 も増 加 して

い る 、、そ こ で 、本研 究で は 市販 の塩 蔵 ワ カ メ よ り分 離 さ れ た ア ル カ リ耐
．
性乳 酸

菌 、En 匸e【Dcoccus 飴ecahs 　Wll 株 を利 用 し、　 BDF 廃 液 よ りパ イオ プ ラ ス チ ッ ク の

原料 と な る L一乳 酸の生 産 に つ い て検討 を行 っ て い る。

【方法 】E．faecalis　Wll 株 は 、フ ラ ス コ レベ ル に お い て培 養条 件 を適 切 に 設定す

る こ と で 、グ リセ リ ン又 は BDF 廃 液か ら L一乳酸 の み を特 異的に 生成 した 【）。今

回、2L 容 の ジ ャ
ー

フ ァ
ーメ ン ターを用 い 、1L の 培地 で培 養 を し、　pH コ ン ト

ロ ール を行 い っ た．その 結 果 、グ リ セ リン か ら は、約 6、Dg／L の L．乳酸生 産が 認

め られ た 。現 在、BDF 廃液か らの L・乳酸生 産 の 効率的 な生 成 に つ い て 検討 を

行 っ て い る ．，
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【目的1バ イ オ デ ィ
ーゼ ル ば軽 油の 消費量 を低減 で き、カ ーボ ン ニ ュ

ートラル で

地球温 暖化 を多少 な りと も防 ぐこ とが で きる とい う こ とで生 産 され 、白動車燃

料等 へ 利用 され て い る。また 、副生 成物 と して 生 産 され る グ リセ リ ン の 有効利

用 につ い て の 研 究が あ り、エ タ ノール や 有機 酸など へ の 微生 物変換 が試 み られ

て い る。そこ で 、本研究 で は微 生物 変換 に よ り生分 解性 プ ラ ス チ ッ ク の 原料 に

な る乳 酸 を グ リ セ リ ンか ら得る こ とを 目的 と し、そ の 生 産 条 件 に つ い て 検 討を

行 っ た 。

【実験 方法 と結 剰 微 生 物 消 臭 液か ら分 離 した乳 酸 菌 を用 い て、グ リセ リ ンか ら

の 乳 酸 生 産 を行 っ た。こ の乳 酸 菌 は セ ル ロ
ー

ス系 食 品 廃 棄物 か らの酵 素 を用 い

た 同 時 糖 化発 酵 で ホ モ 発 酵 し、効 率的 に レ 乳 酸 を生 産 す る こ とが で きた 。しか

し、グ リ セ リ ン か らの L一乳 酸 を生 産す る場 合、副 生 成 と して ギ酸 、酢 酸、2，3一
ブ タ ン ジ オ

ー
ル や エ タ ノ

ー
ル を生 産 す る，，そ こ で、乳 酸最 適 生 巌 条 件 に つ い て

検討す る必 要 が ある、洗 ず は乳 酸 生産 に適 した pH を 得 る た め に ジ “
・・一一フ ァ メ ン

タ
ー

を用 い て、37℃、pH が 6．0〜8、O にお け る 乳 酸生 産 に つ い て 検討 した 結 皋 、
p日 7．5 が 最適 で あ り、SOg 〆1の グ リセ リ ン か ら 30、S　gtlの L一乳 酸が 得 られ た。現

在、高 濃 度L一乳 酸生 産 の た めの 最 適 生 産 条件 の検討 な ら び に グ リ セ リ ン の逐 次

添加や 連続操作 に つ い て 検討 し て い る、，

木質バ イ オ マ ス か らの バ イ オ エ タノ ー
ル 生 産にお い て ．極 め て 重要で ある脱 リ

グ ニ ン プ ロ セ ス に 白色腐朽 菌を利用す る こ と を囗的に 、演者 らは 自然 界よ り分

離 した高 活性
・
高選択性 リ グ ニ ン分解 ］Si　Phanetoehaete 　sordlda 　YK −624株 の 形 質

転換 法を確立 し、本菌 を ベ ー
ス とし た超高活性 リ グ ニ ン 分解菌の 分子育種 を 試

み た 、、ま ず、本菌が 産生 す る リグ ニ ン ペ ル オ キ シ ダーゼ 遺伝子 を恒常発現 プ ロ

モ ータ ーと連 結 し、本菌 に形 質転換 した と こ ろ、野 生 株 と比 較 し て 1．24 倍 の リ

グ ニ ン 分解活性 を示 す株 の 取得 に成 功 し た。さ ら に、本菌が 木材腐朽時 に高発

現 す る タ ンパ ク 質 を プ ロ テ オ ーム 解 析 に よ り特定 し、本 タ ン パ ク質遺 伝 子プ ロ

モ
ー

タ
ー

を取得 後 、本 菌が 産 生 す る マ ン ガ ン ペ ル オキ シ ダーゼ 遺伝子 と連 結 し

形 質転換 した結 果 、野 生 株 よ り L35 倍 の リ グ ニ ン分 解 活 性 を示す株の 取得 に成

功 し た。
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